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第 1441 回例会　　2016 年 10月 19日

前回第1440回例会報告　2016年10月12日

次回のプログラム
例　　会� 12：30～13：30
クラブ協議会③（ガバナー公式訪問準備）

本日のプログラム
例　　会� 12：30～13：30
会員卓話
新入会員イニシエーションスピーチ
� 松井　善吾会員

今月のソングリーダー 浅原　英明会員

幹　　事　　報　　告
　11月２日はガバナー訪問です。10時30分から11時15
分まで会長幹事との打ち合わせの後、11時15分から12時
15分まで「クラブ協議会」を開催し、５大奉仕委員会のほ
か、ロータリー財団、米山奨学、会員増強の８部門の取り
組みを発表いただきたいとガバナー事務所から依頼が来て
おりますので、５大奉仕委員長、ロータリー財団、米山奨
学委員会、会員増強委員会の各委員長は、11時15分から
の「クラブ協議会」へのご出席をお願いいたします。
　例会は通常どおり12時30分からですが、上山ガバナー
に卓話をいただきますので、大勢の会員のご出席をお願い
いたします。
　なお、ガバナー公式訪問のスケジュール等の詳細につい

１．本日の卓話は米山奨学生の朴健植（パク・コンシク）
君にお願いしておりますが、お話しいただく前に10・
11月分の奨学金をお渡ししたいと思います。

２．11月25日（金）開催の北分区ＩＭについて皆様には
すでにご案内をお送りしていますが、登録期限の関係
上、出欠のお返事を本日（12日）中に必ず提出いただ
けますようお願いいたします。

　なお今回のＩＭは、食事→合同例会→ＩＭの最後まで同
じ席（テーブル）で進行されます関係上、食事時間が
11時30分から最終12時15分までとなっていますが、
この時間帯を過ぎて入場した場合は食事をお取りいただ
くことができないとのことです。また、席（テーブル）
もクラブごとではなく来場順にランダムに案内される
とのことですので、この２点につきましてご注意くださ
い。開催日が近くなって参りましたら再度ご案内いたし
ます。

３．ク－ルビズの期間を終了とし、次回例会からは上着・
ネクタイ着用でお願いいたします。

４．来週の例会は欠席させていただきますので、副会長の
月井さんに点鐘と報告をお願いいたします。

会　　長　　報　　告

ては、公式訪問の前の週10月26日の「クラブ協議会」で
お話をさせていただきたいと考えております。

委　　員　　会　　報　　告委　　員　　会　　報　　告
佐々木会員
　11月28日（月）開催の「前川会」の件
　今回の会場は向島料亭の「千代田」となります
佐藤親睦委員長
　小田原移動例会、無事終了報告の件
月井バギオ委員・クラブ奉仕委員長
　「第38回バギオ訪問交流の旅」の件
　例会終了後の［第２回フリートーキング�in�オリエント
エクスプレス］の件

・10月12日（水）例会終了後開催
・出席者7名
　前回同様たくさんの話題が出ました。その中の決定
事項を報告いたします。
　①卓話の充実について
・「卓話専門委員会」の構成を幹事とプログラム・
広報委員とする
・卓話者リストを活用し、積極的にスケジュール等
を交渉する
・会員全員で卓話の充実に協力し合い「こんな人
知ってる」「こんな人どうだろう」等のアンケー
トを取る
②会長の下に「再生委員会」を作り、クラブの活性
化、魅力あるクラブ作りのための今後の取り組み
などを検討する。委員長は佐々木会員とする。

　素晴らしいクラブにするためにぜひご意見をお聞か
せください。お待ちしています。
・次回開催は10月19日（水）例会終了後、皆様のご
参加をお願いします

　フリートーキング
in

オリエントエクスプレス
第２回

2016-17年度

2016年10月12日（水）

第４回定例理事会　議事録
１．月井会計より９月分会計報告。
２．10月のスケジュールの確認及び11月の例会
スケジュール承認。
３．クールビズ終了について承認。



浅原会員／お家内の誕生祝い、ますますオッカナイ！　あ
りがとうございます。

中島会員／結婚記念をありがとうございます。記念日を忘
れてしまう今日この頃です。

佐藤会員／10／2-3小田原移動例会お疲れ様でした。あり
がとうございました。２日目は雨もありましたが、無
事全スケジュールを終了いたしました。また本日は、
誕生祝いをありがとうございました

青少年交換派遣予定学生の
山元梨楠さんより英語を交
えてのスピーチ

米山奨学生の朴康植君に
奨学金のお渡し

10月の誕生日祝会員

10月の夫人の誕生日祝会員

10月の結婚記念日祝会員

■出席報告

会　員 出席算入
会員数 出席数 欠席数 出席率 9月28日分

修正出席率

33名 29名 20名 9名 68.97％ 93.10％

■ゲスト
米山奨学生� 朴　　康植様
青少年交換派遣予定学生� 山元　梨楠様

第1440回例会 卓　話
私にとっての日本
� 米山奨学生　立教大学�社会学部�メディア社会学科３年
� 朴　健植（パク・コンシク）君

1. 現在取り組んでいる研究
に関して
　現在私は、立教大学の社
会学部に在学しておりま
す。社会学は非常に幅の広
い学問でありまして、一概
に定義することが難しいの
ですが、個人的には世の中
で自明であると認識されて
いる事柄を批判的に捉える

学問が社会学ではないかと思います。その幅広さを認識し
つつ、個人的には日本メディアの構造的問題や、インター
ネットを基盤にした新しい媒体などのメディア関連の問
題、外国人労働者や性的マイノリティーなどの社会的弱者
の問題に関して関心を持っております。
　今年からは日本の情報カルテルという問題に関して研究
しております。ご存知でいらっしゃるかよくわかりません
が、日本のメディアは「情報カルテル」とも言われます。
例えば、英語で「記者クラブ」を表記する際、ローマ字
で「Kisha�Club」と書きます。なぜ「記者クラブ」は適
切な単語で表記されないのでしょうか。それは「記者クラ
ブ」という制度は日本にしかない独特なものであるからで
す。そして、あまり感じられないかもしれませんが、「記
者クラブ」や「新聞協会」などのような制度のため、ある
意味日本メディアの報道は水平的であり、偏向的な面があ
ります。ジャーナリズムにおいて、客観中立な報道、多様
な報道は欠かせないものでありますが、その面においては
良いとは言えない状況であります。
　最近アメリカや韓国では、Podcastというアップル社
のアプリケーションを活用した放送プログラムが続々登場
しております。そして、アメリカ大統領選挙の討論会を
見ていただくとわかりますが、アメリカの放送局はツイッ
ターなどの媒体を活用しファクトチェックを行っておりま
す。ちなみに、ファクトチェックとは政治家の発言が事実
かどうかをチェックするものであります。しかし、日本で
はこのような動きがあまり見られません。10年ぐらい前、
「Oh�My�News�Japan」というインターネット新聞が
日本にも登場したのですが、最終的には失敗しました。ま
だそれに関しては研究中でありまして詳細なことは言えな
いのですが、なぜ日本にはインターネットを基盤にしたメ
ディアが発達しないのか、そしてインターネットにおいて

のニュースの流通問題などにも関心を持って取り組んでお
ります。

2. 私にとっての日本
　このような話を申し上げても良いのかよくわかりません
が、私の人生の中で「日本での留学」は想像もしなかった
のです。正直にありえないことであると思いました。日本
と違って韓国には徴兵制度がありまして、成人男性なら誰
でも約２年間は軍隊に行かなければなりません。私にとっ
ては非常に危機的な状況でありました。家族にも会えず約
２年間離れて生活することは想像もしたくないことであり
ました。何よりも大変であったのは、未来に対しての不安
でありました。当時、韓国である大学に通っていたのです
が、他の人々のように平凡な人生を送ることは個人的には
あまり好ましくないことであると思っていました。
　その脱出口として考えたのが日本への留学でありまし
た。周りに日本語が話せる人が誰もいなかったので、日本
語教材と電子辞典を購入し約１年間独学しました。今考え
ても本当に奇跡的であったと思いますが、立教大学に入
り、夢のようなものであった日本での留学生活が実現され
ました。全く日本語もできない私がなぜ立教大学に入学で
きたのか、今だに不思議ではありますが、私の人生が新た
な転換点を迎えた瞬間であると思います。立教大学に入っ
てからは、正直に「私」という存在はなかったとも言えま
す。私が目指していた目標、夢を考えられる余裕は全くな
く、ひたすら単位を取り、ＧＰＡを上げるための時間であ
りました。そして、韓国の状況も同一でありますが、留学
生に対してのステレオタイプは今だに存在しております
し、それを克服することも一つの課題であります。例え
ば、「留学生？�本読めるかな？」「留学生と一緒に課題と
かをやるなんて、いろいろ面倒くさいんじゃないかな」な
どのようなことです。
　今はそのような不安感あるいはステレオタイプから克服
してきたとは思いますが、ロータリークラブに入る前に
は、自分自身を考える時間、世代を超えた交流の時間など
想像もしなかったと言えます。良い成績を維持し、日本あ
るいは韓国で就職すればそれで良い人生であると思ってい
ました。しかし、ロータリークラブに入り、私のカウンセ
ラーでいらっしゃる稲川様をはじめ、いろいろな方々と交
流することができ、また私の人生の新たな転換点を迎えて
いるような気がします。それによって、今まで忘却してい
た「私」という存在が見えるようになり、「私のための人
生」よりは「社会のための人生」がいかに価値のあるもの
であるかに関してわかるようになりました。私が社会学を
勉強する理由も自分自身のためではなく、私を育ててくれ
た社会のためであると思います。豊島東ロータリークラブ
のおかげさまで、私の人生の新たな転換点を迎えることが
でき誠にありがとうございます。今後も社会のための者に
なるために尽力していきます。


